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1. 幼児向け教育番組の変遷と
保育現場における放送利用小史

2. 幼稚園におけるメディア環境と利用の現況
3. 幼稚園のメディア観と

今後の教育メディア利用の可能性と課題
4. 若手保育者のメディア利用経験と

今後の利用意向
5. 考察～幼児教育におけるメディアの可能性～

─はじめに

幼児が最も長時間接するメディアは，現在で
もテレビだが，家庭へのスマートフォンやタブ
レット端末の普及が進み，幼児期からテレビ番
組やインターネット動画をこれらのモバイル端末
で視聴することも，珍しくない1）。

幼児向け教育番組の開始（1935年）から80
年，近年は，幼稚園や保育所でもICT環境が
整い始めたが，小学校以上のように，国の「教
育の情報化」計画に組み込まれていないことも
あり，保育への新規メディアの導入には慎重な
傾向がみられる。

本稿では，こうしたタイミングで実施した
2015年度 幼稚園におけるメディア利用と意識
に関する調査の結果を中心に，保育現場での
メディア活用の最新事例や幼児教育とメディア
の研究動向にも注目し，今後の幼児向け教育メ
ディアの展望と課題について考察する。

幼児教育におけるメディアの可能性を考える
～2015年度 幼稚園におけるメディア利用と意識に関する調査を中心に～

メディア研究部  小平さち子

表 1　調査の方法と対象

日本では，放送開始初期から，幼児を明確な対象とする番組が存在していた。公共放送のNHKでは，家庭だ
けでなく，幼稚園や保育所での利用に向けた多様なラジオ・テレビ番組を，時代の要請に応じて開発し続け，保
育の場でも，数多くの番組が利用されてきた。長年にわたるテレビ中心の時代を経て，メディア環境が大きく変化
する中，「2015年度 幼稚園におけるメディア利用と意識に関する調査」では，各種メディアの利用実態のほかに，
幼稚園のメディア利用観や，若手保育者のメディア利用経験と今後の利用意向についても調べてみた。　

保育におけるメディア利用では，「絵本，物語本」に代表される印刷メディアと，CD教材等，音声メディアの位
置づけが大きい。ICTの積極的な活用が国の施策として推進されている小学校以上とは異なり，幼稚園では，テ
レビやパソコン･タブレット端末等の映像メディアを保育の場に直接取り入れることに対しては，慎重な態度を示し
ている。しかしながら，NHK幼児向け番組の内容への期待は高く，新しいタイプの映像に対する関心や保育者
向けサービスへの期待もみられる。タブレット端末等の新しいメディアを保育に取り入れて，その効果を発表する
幼稚園も登場し始め，20 代･30 代の若い保育者の間には，パソコンやタブレット端末を保育で利用することへの
関心もみられる。保育者，研究者，制作者の連携も改めて重視する中で研究を積み重ねながら，幼児教育・保育
における映像メディアの効果的な開発と利用について検討を進めることが重要な時期を迎えている。

調査期間 2015（平成 27）年 10 月 1 日（木）～ 12 月 24 日（木）
調査対象 全国の幼稚園（休園を除く 1 万 2,544 園）から系統抽

出した 836の幼稚園【対象園の抽出は『全国学校総覧
2015 年版』（原書房刊）を用いて実施】。

調査方法 郵送法で督促 2 回。 園長あての調査協力依頼で，
無記名回答（回答は，2 名に依頼）。
①幼稚園の全体概況や意向に関する設問への回答者。
②若手保育者のメディア利用実態と意識に関する

設問への回答者。調査対象園には「最も保育経
験の短い 39 歳以下の保育者」1 名に回答しても
らうように依頼した。

有効回答 有効回答数 524　　有効回答率 62.7％

・NHK の幼児向け教育サービスは，保育所も対象にしているが，
今回の調査では，幼稚園を対象とした。 

・ 2010 年度まで「幼児向け放送利用状況調査」の名称で実施して
きた調査とは，基本的な調査の設計と設問内容，調査時期も異
なるため，データの直接比較はできない。
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─1.─幼児向け教育番組の変遷と
─ 保育現場における放送利用小史

（1） 放送初期から
 多彩な日本の幼児向け番組

公共放 送の重要な使命のひとつとして，
NHKではラジオの時代から，全国の学校や幼
稚園，保育所に向けて，学校放送番組を中心
とする教育サービスの提供を行ってきた。ラジ
オ学校放送の全国向け放送は，ラジオ放送開
始（1925年）から10年後の1935年に始まり，幼
児向けの番組は，「幼児の時間」という放送枠

（幼稚園・家庭向け）の中で，朗読・物語・音楽・
生活指導などの多様な番組が放送された。テ
レビ時代に入ると主役の座はテレビに明け渡す
ものの，1954年11月の開始以来今日まで続く

『お話でてこい』のような，60年を超える長寿
ラジオ番組も存在している。

テレビについては，テレビ放送開始3年後の
1956年に，「幼稚園・保育所向け」の2番組『人
形劇』（後の『こどもにんぎょう劇場』）と『みんな
いっしょに』で，幼児を明確な対象とする番組
の定時放送が始まった（pp.16 ～18の年表参照）。

1956年には，文部省から「幼稚園教育要領」
が発表され，幼児教育における6領域（健康，

社会，自然，言語，音楽リズム，絵画製作）の考
え方が示された。これに呼応して，放送でも
番組の種類を増やし，1960年度には，その前
年（1959年）1月に開局したNHK教育テレビで
6種類の番組が，月曜日から土曜日まで毎日放
送されるようになり，さらに2年後には，再放
送の時間帯も登場した。1959年10月には，家
庭視聴向けに『おかあさんといっしょ』の放送
も始まった（総合テレビ）。これは，テレビによ
る幼児教育の可能性を世界に広める契機となっ

た『セサミストリート』の放送がアメリカで始ま
る10年前のことであった。

1960年代には，質量ともに幼児向け番組が
急成長し，放送利用教育を普及させるための
全国規模の研究活動にも支えられて，幼稚園・
保育所での利用は急速に広がった。最近でこ
そ世界各地で“幼児向けテレビ”はごく当然の
こととなっているが，テレビ初期から幼児向け
番組の充実に力を注いでいた日本の例は，世
界的にみても極めて珍しい。

ラジオ，テレビそれぞれの放送の早い時期か
ら，多様な教育番組が幼児向けに制作・放送
されてきたことは，教育放送のみならず，日本
の放送史全体の中でも特記されるべき内容とい
える。

（2）社会的要請に対応した番組の開発　

1970年には，20年の長寿番組となった造形
番組『できるかな』の放送が始まった。また，

『セサミストリート』登場（1969年，日本での定時

放送開始は1972年）の影響も受けて，1970年
代には，民放各局で幼児向け新番組が続々登
場する動きもみられた。しかし，民放番組の多
くは，1980年代初頭までに姿を消していった。

そうした中，NHKでは，1980年代には，『ば
くさんのかばん』（数と言葉の番組）や，『おーい！
はに丸』（3歳児向け言葉の番組）などの新ジャン
ルの番組が登場している。いずれも1970年代
後半の幼児向け放送利用状況調査で，幼稚園・
保育所の3歳児在籍率の増加や，数や文字の
指導に対する関心の高まり，4・5歳向け番組を
3歳児に見せている園所が多い実態が判明した
ことから，保育現場の要望に応えて開発された
ものである。

また，1970年代後半には，様 な々調査から，
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セサミストリート（昭和47 年から定時放送）

注： 「日本賞」…NHK が主催する教育番
組の国際コンクール。1965 年開始。
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 【民放の幼児向けテレビ番組】 
民放局でも，1950 年代末から幼児向けの教育番組が放送されていた。特に『セサミストリート』の
放送開始をきっかけに，1973 年から 1976 年にかけては，『ひらけ ! ポンキッキ』（フジテレビ）『あそ
びましょ パンポロリン』（テレビ朝日）『カリキュラマシーン』（日本テレビ）『ワンツージャンプ !』（TBS）
等の幼児向け番組が，次々民放局に登場した。60 年代から放送されていた番組も含めて，70 年代
後半は，多い時には民放だけでも，6，7 種類の幼児向け番組が放送されていた。
しかしながら，平日午前の時間帯に放送を拡大しつつあったワイドショーの進出で，『ポンキッキ』以
外の民放の幼児番組は，すべて 80 年代初頭までに姿を消していった。

注：1970 年代までの NHK, 民放幼児向けテレビ番組の詳細については，以下の資料も参考となる。
・ NHK 放送文化研究所編（2003）『テレビ視聴の 50 年』（日本放送出版協会）の「幼児向け番組充実

の 70 年代」（pp60-63）
・本誌 2003 年 6 月号（pp68-69）に掲載の年表

【ラジオの幼児向け番組】
NHK ラジオでの幼児教育向け番組の放送は，1935 年「子供の時間」で始まり，朗読，物語，音楽，
生活指導などの番組が放送された。
1969 年には，ラジオ第１からラジオ第 2 での放送に移設され，放送枠も「幼稚園・保育所の時
間」となった。この時点での番組は，『ピッポピッポボンボン』（1964～1981年度）と『お話でてこい』

（1954.11 ～ 2016 年現在放送中）であった。

NHKテレビ幼児向け番組に関する年表
昭和

N
H
K

N
H
K

【ラジオの幼児向け番組】
NHK ラジオでの幼児教育向け番組の放送は，1935 年「子供の時間」で始まり，朗読，物語，音楽，
生活指導などの番組が放送された。
1969 年には，ラジオ第１からラジオ第 2 での放送に移設され，放送枠も「幼稚園・保育所の時間」
となった。この時点での番組は，『ピッポ・ピッポ・ボンボン』（1964 ～ 1981 年度）と『お話でてこい』

（1954.11 ～ 2016 年現在放送中）であった。
 【民放の幼児向けテレビ番組】 

民放局でも，1950 年代末から幼児向けの教育番組が放送されていた。特に『セサミストリート』
の放送開始をきっかけに，1973 年から 1976 年にかけては，『ひらけ ! ポンキッキ』（フジテレビ），『あ
そびましょ パンポロリン』（テレビ朝日），『カリキュラマシーン』（日本テレビ），『ワンツージャンプ !』

（TBS）等の幼児向け番組が，次々と民放局に登場した。60 年代から放送されていた番組も含めて，
70 年代後半は，多い時には民放だけでも，6，7 種類の幼児向け番組が放送されていた。しかしな
がら，平日午前の時間帯に放送を拡大しつつあったワイドショーの進出で，『ポンキッキ』以外の
民放の幼児番組は，すべて 80 年代初頭までに姿を消していった。

注：1970 年代までの NHK, 民放幼児向けテレビ番組の詳細については，以下の資料も参考となる。
・ NHK 放送文化研究所編（2003）『テレビ視聴の 50 年』（日本放送出版協会）の「幼児向け番組充実

の 70 年代」（pp60-63）
・本誌 2003 年 6 月号（pp68-69）に掲載の年表

【『セサミストリート』の放送について】 
NHK での『セサミストリート』 （CTW〈現セサ
ミ・ワークショップ〉制作）の放送が終了した
後，2004 年 10 月から 2007 年 9 月まで，テレ
ビ東京系列で，セサミ・ワークショップとの
国際共同制作版『セサミストリート』 が放送さ
れていた。
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低年齢幼児のテレビ視聴時間が長いことが明
らかになり，番組制作者と研究者が共同で視
聴実験を繰り返しつつ，2歳児向け教育番組の
開発を始めた。その成果は，「ハイ・ポーズ」は
じめ，数々の人気コーナーとして『おかあさんと
いっしょ』に登場し，その他の幼児向け番組の
制作にも反映されてきた。

（3）時代の変化に対応する幼児向け番組

1990年代に入ると「幼稚園教育要領」（文部

省），「保育所保育指針」（厚生省）の改訂に伴
い，NHK幼児向け放送開始以来の大規模な
番組の改編が行われた。この時の改訂では，

「幼児の発達に必要な体験を得るような適切な
教育環境」を創り出すことの重要性が指摘さ
れ，幼児教育の領域もそれまでの6領域から5
領域（健康，人間関係，環境，言葉，表現）に変
わり，『つくってあそぼ』（表現），『しぜんとあ
そぼ』（環境），『なかよくあそぼ』（人間関係）な
どの新番組が登場した。

家庭での視聴を中心とする時間帯に放送さ
れる幼児向け番組も，1990年度以降，教育テ
レビに設けられた「母と子のテレビタイム」など
の時間枠で集中的に放送されるようになった。
ここに登場した番組には，『英語であそぼ』（現

在は『えいごであそぼ』），『母と子のテレビ絵本』
（現在は『てれび絵本』），『にほんごであそぼ』
などが含まれる。そのほかにも，初めて出会
うテレビを通して豊かな感性を育てるねらいで，
専門家の協力を得て，0 ～ 2歳向けに開発され
た『いない いない ばあっ！』など，多様な幼児
向け番組が放送されてきた。

（4）伝統と新規アプローチのバランスの中で

2000年代以降も，番組の開発は続けられて
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いる。ものの考え方を育てる番組『ピタゴラス
イッチ』や，気持ちを上手に伝え，理解し合っ
て，友だちとのコミュニケーション・人間関係を
築くことの大切さ･楽しさを取り上げる『わたし
のきもち』，体を動かす楽しさを伝える『からだ
であそぼ』などが登場している。2009年4月施
行の新教育要領でも強調している「人間関係」

「思考力」「運動の充実」などの内容を先取りし
たものといえる。

2009年度には，教育要領の5領域を意識し
て，4，5歳児の発達をバランスよく後押しする

『みいつけた！』が，家庭と幼稚園・保育所の
双方での視聴を想定して，始まった。

その後も，身の周りにある様々なモノをデザ
インの視点で見つめる『デザインあ』，子ども
のひらめきや発想を重視して自分らしい作品を
生み出す楽しみを伝え，創造的な思考を育む，
プロセス重視の工作・造形遊び番組『ノージー
のひらめき工房』，子どもの知的好奇心を触発
して，観察眼と想像力を磨くことで，「科学する
心」を育て「自分で考えること」を促す『ミミク
リーズ』などが登場している。

※『ミミクリーズ』では，番組が募集するテーマに
対して，スマートフォン向けアプリ「ミミクリーカ
メラ」で写真を撮影して投稿すると，番組やウェ
ブサイトで紹介される仕組みも設けられている。

放送50年，60年を超える長寿番組が存在
する一方で，新しい概念やアプローチの新番組
も登場するというバランスの中で，NHKの幼児
向け教育番組は，成長を続けている。

※ 放送中の NHK 幼児向け番組については，「キッ
ズワールド（NHK こどもポータル）」のサイト
を通して詳細な情報が得られる（http://www.
nhk.or.jp/kids/）。

（5）幼稚園や保育所での
　   テレビ・ラジオ幼児向け番組利用小史

以上みてきたとおり，日本では数多くの幼児
向け番組が，家庭視聴だけでなく，幼稚園や
保育所での利用も想定して放送されてきた。

幼稚園や保育所では，小学校以上の校種に
比較して，教育番組利用のピークの訪れが早
かった。ラジオは，「学校放送利用状況調査」
で初めて幼稚園・保育所が対象となった1957
年時点で最も利用が多く，テレビについては，
利用のピークは幼稚園では1960年代末，保育
所では1970年代初めであった。1960年代にテ
レビ放送のカラー化が進められる中で，教育
番組の中では，幼稚園・保育所向け番組が最
優先対象となり，1965年度にはすべての対象
番組のカラー化が完了していた。こうした背景
もあって，幼稚園・保育所では，小学校以上
に先駆けて，カラーテレビの普及も急速に進ん
だ。さらに，録画機器の導入が進む中で，番
組の録画利用だけでなく，NHKの番組を素材
としたビデオ教材や，ディズニーや各種昔話の
ビデオ教材も利用されるようになった。　

幼児向け番組は， 時代の要請を受けて改編
も繰り返されてきたが，1990年頃から，幼児
教育・保育における直接体験重視傾向の高まり
や，テレビやテレビゲームをはじめとするメディ
アの懸念される影響が社会的問題としてクロー
ズアップされる状況も表れ，教育的な意図によ
る幼児向け番組の利用促進も容易でない時代
となってきた 2）。

以下の章では，2015年度に実施した調査の
結果を中心に，幼稚園のメディア利用をめぐる
最新状況をみていくこととする。
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─2.─幼稚園におけるメディア環境と
─ 利用の現況─

（1） 各種メディア機器の普及状況

2015年時点の幼稚園における，各種メディ
ア機器の普及状況を調べた結果が表2である。

「テレビ」「パソコン」「デジタルカメラ・デジタル
ビデオカメラ」「CDプレーヤー」は，それぞれ9
割以上の幼稚園が所有していることがわかる。
新規メディアについては，これまでも一般に小
学校以上の校種に比べて幼稚園での普及は開
始が遅く，普及の速度も緩やかであったが，「タ
ブレット端末」（9％）については，その傾向が
表れている。また，私立幼稚園での所有率が
公立幼稚園の場合を大きく上回っていることも
特徴的である（公立 2％，私立 14%）。

テレビについては，表 2の内容以外にも質問
を行っており，設置場所に関しては，

全教室（保育室）に設置あり ‥‥‥‥ 25%
一部の教室（保育室）に設置あり ‥‥ 41
教室（保育室）への設置はない ‥‥‥ 24
台数無回答＋テレビ非所有 ‥‥‥‥‥ 11

（100% ＝全幼稚園）

との結果が得られ，幼稚園の 66% では教室（保

育室）内でテレビ利用が可能なことがわかる。
幼稚園としてのテレビ所有率（表 2）とは別に，

「保育活動に利用できるテレビ」の有無を調べ
た結果からは，全国の75％の幼稚園がこのよう
なテレビを所有し，所有園当たりの平均所有台
数が2.8台であることもわかった。

インターネット環境については，幼稚園内で
の利用可能な場所と，動画視聴環境について
も調べてみた。インターネット利用が可能な幼
稚園は93%（テレビ所有率と同数）で，動画もス
ムーズに視聴できる幼稚園が多い。 

問題なく動画を視聴できる ‥‥‥‥‥ 72%
時 ス々ムーズに視聴できないことがある ‥ 7
スムーズに視聴できないことが多い ‥ 12 
無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9
（100% ＝インターネット利用が可能な幼稚園）

ただし，ネット環境が整っているのは，職員
室など保育者が仕事をする場所で，保育を行う
場にネット環境が整っている幼稚園は，12％に
とどまる（公立 2％，私立 17％）。

（2）保育におけるメディア利用の概況

続いて，幼稚園が日常的に保育で利用してい
るメディアの全体概況をみていく（図1）。まず，

「絵本，物語本」（96%），「紙芝居」（95%）,「図
鑑」（93%）といった印刷メディアの利用が活発な
ことがわかる。とくに，「絵本，物語本」につい
ては，ほぼすべての幼稚園が利用しているだけ

（%）

全体 公立・私立別
公立 私立

（n=524）（n=218）（n=299）
1. テレビ 93 97 89 

2.
録画再生機

（VTR，DVDレコーダー，
ブルーレイディスクレコーダーなど）

84 82 86 

3. パソコン 97 96 97 

4. タブレット端末（iPadなど） 9 2  14 

5. デジタルカメラ・
デジタルビデオカメラ 94 94 94 

6. 映写機 26 24 27 

7. ラジオ受信機・ラジカセ等
ラジオ番組を聴取可能な機器 70 71 69 

8. ＣＤプレーヤー 98 98 98 

9. オーバーヘッドプロジェクター 22 32 16 
10. スライドプロジェクター 14 11 16 

11. プロジェクター 60 52 64 

12. 実物投影機 5 5 5 

13. 電子黒板 1 1 0 

表 2　幼稚園における各種機器の所有状況

注：  ■ にゴシックは全体に比べて有意に高いことを，
  ■ にイタリックは低いことを示している （95％水準）。
  以下同様。
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でなく，89%の幼稚園で「ほぼ毎日」利用して
いる。続いて利用が多いのは，音声メディアの

「CD・MD教材」（77%），そして「デジタルカメ
ラ・デジタルビデオカメラ」（69%）である。
「パソコンソフト・インターネットでアクセスで

きる教材（マルチメディアソフト）」の利用は11%，
「タブレット端末」の利用は5%で，まだ限定
的である。図1に示した多くのメディアは，公
立幼稚園での利用が私立幼稚園より多い傾向
がみられるが，この2つのメディアについては，
私立幼稚園での利用のほうが多い。

パソコンやタブレット端末については，小学
校以上でも子どもたちがどの程度使用している
かが注目されている。そこで，今回の調査でも，
保育の中で幼児自身がパソコンやタブレット端

末に触れる機会があるかどうかを調べたとこ
ろ，そうした機会がある幼稚園は全体の4%で
あった（国立 29%，公立 1%，私立 6%, ただし国

立は母数が少ないので参考値）。

（3）NHK 幼児向け番組関連メディアの利用

続いて，幼稚園におけるNHKの幼児向け番
組および番組関連メディアの利用の実態に目を
向ける。図2には，NHKの幼児向けテレビ番組

（具体的な番組名は，p23の表3を参照），番組に
関連した（を素材とした）ビデオ・DVD教材，
CD教材それぞれを，2015年度に保育の中で利
用している幼稚園の比率を示したものである（テ

レビ番組 15%，ビデオ・DVD教材 8%，CD教材 

41%）。3タイプのいずれかひとつ以上のメディア

図 1　保育活動におけるメディアの利用頻度（過去 1 年間の状況）
（100％＝全幼稚園）

注1：「ＯＨＰ教材」「スライド教材」「映画教材」についても調べているが，グラフは省略している。これらは，「利用あり」の合計がそれぞれ，
16％，13％，17％で，いずれも「月に１回以下」利用が多い。

注2：ゴシックは全体に比べて有意に高いことを，イタリックは低いことを示している（95％水準）。以下同様。

図鑑

紙芝居

絵本，物語本

デジタルカメラ・
デジタルビデオカメラ

タブレット端末（iPadなど）

パソコンソフト・インターネットで
アクセスできる教材
（マルチメディアソフト）

CD・MD教材　

市販ビデオ・DVD教材

テレビ番組
（録画した番組も含む）

注1注2

無回答保育には使っていない/
該当教材や機器がない

週2・3回程度
月2・3回
程度

月に
1回以下
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65 

77 

11 
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69 
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93 
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までの合計
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公立
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28 

60 

72 

13 

7 

63 

95 

93 

90 
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（n=299）
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CD教材など関連メディアのほかに，番
組関連の楽譜・絵本・テキストなど印刷
メディアや，イベントへの参加等も含めた
NHKとの関わり」で，このように何らか
の形でNHK教育サービス利用のある幼
稚園は，全体の66%である。

この状況は，公立と私立の間では大
きな差はないが，メディア環境による差
には特徴がみられる。保育活動用のテ
レビ台数別にみてみると，台数が多い幼
稚園でNHKテレビ番組利用比率が高い
のは当然ともいえるが，保育活動用のテ
レビがない場合でも，番組関連の映像・

音声教材の利用や，それ以外の形でのNHK
教育サービスの利用があることがわかる。

を通してNHK幼児向け番組を利用している幼
稚園の比率は51%である。
※なお，NHK 幼児向けテレビ番組利用園とほぼ

重複しているが，2015 年度に NHK ラジオ幼児
向け番組『お話でてこい』を利用した幼稚園は
3% であった。

また，NHK番組関連以外も含めたビデオ・
DVD教材とCD教材を利用している幼稚園の
比率は次のとおりであった。

 全体 公立 私立
ビデオ・DVD 教材 58% 65 53 
 CD 教材 74 83 67

（4） NHK 幼児向け教育サービスの利用

続いて図3では，①NHK幼児向けテレビ
番 組の利用（15%），②NHK番 組，ビデオ・
DVD教材，CD教材のいずれかでも利用（51%）

に加えて，③さらに広い意味での保育における
NHK教育サービスの利用の状況も合わせて，
NHKと幼稚園の関わりを示してみた。③に含
まれるのは，「番組の利用（幼児に見せる場合だ

けでなく，保育者が保育活動に役立てるために利

用する場合も含める，後述），ビデオ・DVDや

図 2　NHK 番組関連メディア利用の全体概況（2015年度）
～テレビ番組，ビデオ・DVD 教材，CD 教材～

図 3　NHK 幼児向けテレビ番組と関連メディア利用，
NHK 教育サービス利用の詳細（2015年度）

いずれかのメディアで
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（n=463）

③NHK教育サービス利用＝番組，番組関連DVD教材，CD教材のほかに，
番組関連の書籍類（楽譜・絵本・テキスト等）の利用や，イベント参加
も含めて，何らかのNHK教育サービスの利用がある
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②NHK番組，ビデオ・DVD教材，
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③NHK教育サービス利用※

①保育でのNHK幼児向けテレビ番組の利用がある
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時間に視聴する」（57%）が最も多く，続いて「ク
ラスの子ども全員がいる時に，保育者の指導の
もとで計画的にテレビ番組を視聴する」（44%）と
なっている（表4）。

保育者の関わり方については，番組視聴中
に「幼児の様子を注意深く観察」（47%）しなが
ら「保育者自身が幼児と一緒にテレビ視聴に参
加」（47%）している様子がうかがえる。これに
比べると，視聴前の準備や視聴後の展開へ向
けての指導は多いとはいえない（表5）。

図4は，“2015年度に保育の場面で幼児には
番組を視聴させていないが，自らの学習や保育
の準備のためにNHK幼児向け番組を利用して
いる保育者がいる幼稚園”が幼稚園全体の4分
の1（24%）存在していることを示している。保育

（5） NHK 幼児向けテレビ番組利用の詳細

続いて，2015年度のNHK幼児向けテレビ
番組の利用の詳細に注目してみよう。幼稚園で
の利用が多い上位2番組は，『おかあさんといっ
しょ』『ピタゴラスイッチ』である（表3）。『つくっ
てあそぼ』と『こどもにんぎょう劇場』はすでに
放送が終了しているが，録画保存番組が利用
されていることがわかる。

比較的新しい幼稚園・保育所向け番組の
『ノージーのひらめき工房』（2013年～）や『ミミ
クリーズ』（2015年～）は，幼稚園に浸透するに
はまだしばらく時間を要するものと思われる。

これらのテレビ番組を利用している幼稚園で
は，平均3.6番組を利用していること，全クラ
スの約6割が利用していること，番組の利用形
態としては，録画よりナマ利用（放送時に視聴）

が多いことも，明らかになっている。
どのようなタイミングで，保育者がどのような

関わり方をしながら番組を利用しているのかに
ついても調べている。利用のタイミングは，「朝
幼児全員が落ち着くまでの時間や，帰宅の待ち

表 3　2015 年度幼稚園で利用されている
NHK 幼児向けテレビ番組

表 4　テレビ利用のタイミングと形態〔複数回答〕

表 5　テレビ視聴にあたって保育者が行っていること

1. おかあさんといっしょ 57％
2. ピタゴラスイッチ 39 

3.
みいつけた！ 30 
にほんごであそぼ 30 

5.
しぜんとあそぼ 29 
いない いない ばあっ！ 29 

7. えいごであそぼ 25 
8. つくってあそぼ　※ 20 
9. みんなのうた 18 

10. こどもにんぎょう劇場　※ 16 

1. 朝幼児全員が落ち着くまでの時間や，帰宅の
待ち時間に視聴する 57％

2. クラスの子ども全員がいる時に，保育者の指
導のもとで計画的にテレビ番組を視聴する 44

3. 天候の影響等で予定していた活動ができない
時に視聴する 12

4. 他の保育活動も同時に並行する中で，希望す
る子どもたちだけがテレビ番組を視聴する 7

1. テレビ視聴中の幼児の様子を注意深く観察する 47％

2.
テレビ視聴中に，保育者自身が，テレビと一緒
になって歌ったり，体を動かしたり，ストーリー
に集中するなど，幼児と一緒に参加する

47

3. 番組視聴後の指導，遊びへの展開を工夫する
指導を行ったり，あそびへの展開を進める 33

4. 番組視聴の前に，幼児に対して事前指導を行う 22

5. 番組視聴の前に，ホームページで内容や利用方
法を調べるなど，視聴準備をする 14

6. 保育者は1 ～ 5のようなことはせず，自由に幼
児たちにテレビを視聴させている 1

　　（100%=2015年度 NHK幼児向けテレビ利用園）

　　（100%=2015年度 NHK幼児向けテレビ利用園）

　〔複数回答〕（100%=2015年度 NHK幼児向けテレビ利用園）

注１：利用が15％以下の番組は，次のとおりである。　
 ざわざわ森のがんこちゃん★，ノージーのひらめき工房，
 てれび絵本，おはなしのくに★，ミミクリーズ，
 ストレッチマン，できた できた できた★，デザインあ
注2：※＝過去に放送されていた番組
 ★＝幼稚園・保育所・小学校低学年向け番組　

注：パーセントの値が同じであっても，回答実数が異なる場合は，
同一順位扱いにしていない。以下同様。
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─3.─幼稚園のメディア観と今後の
─ 教育メディア利用の可能性と課題

ここまで，幼稚園におけるメディア利用の実
態をみてきたが，続いて，テレビ，パソコン・
タブレット端末等の映像メディアに対する保育
現場の意識に着目していく。

（1） 幼稚園のメディア利用観
～放送利用観とパソコン・タブレット端末利用観～

保育の場で放送（テレビやラジオ）を利用する
こと，パソコンやタブレット端末を取り入れるこ
とについて，幼稚園はどのように考えているの
か，図6に示した5項目ずつの内容について回
答を求めた。個々の内容についても，総体とし
てみても，保育の場におけるメディアの利用に
対して積極的とはいえない状況がうかがえる。

KIDS WORLDのトップページ(http://www.nhk.or.jp/
kids/)と「幼稚園・保育所向け番組のひろば」（http://
www.nhk.or.jp/kids/kyoiku/）内の幼稚園・保育所で
の放送利用実践紹介ページの一例

図 4　2015 年度 NHK 幼児向けテレビ番組利用の
内訳～保育での利用，保育者のみの利用～

図 5　NHK 幼児向けテレビ番組の認知・利用状況

に用いるテレビ環境が十分でない幼稚園でも，
保育者が事前に番組を視聴して入手した情報や
アイデアを保育に生かしていることがわかる。

今回の調査では，2015年度のNHKテレビ
番組利用だけでなく，過去のテレビ利用につ
いても調べている（図5）。2015年度の利用は
ないが，2014年度までにNHK幼児向けテレビ
番組の利用経験がある幼稚園が29%あること

（従って，これまでにNHK幼児向けテレビ利用経

験のある幼稚園は44%），これまで利用経験はな
いが番組の存在を知っている幼稚園は54%あ
り，番組の認知は100%に近いことがわかる。
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その傾向は，パソコン・タブレット端末におい
てより顕著で，小学校以上の教育現場でICT
の積極的な活用が広がっているのとは対極的
である。
※過去に実施していた幼稚園・保育所対象の全国

調査でも，保育におけるパソコン利用に対する
積極度は，1990 年代末から 2002 年頃までは
徐々に高まりをみせていたが，その後消極的傾
向に転じている。

図7（p26）は，図6で取り上げた各5項目の

結果を注記の要領でパタン化して，幼稚園にお
ける放送，およびパソコン・タブレット端末利
用に対する考え方の積極・消極度を3タイプに
分類したものである。テレビ設置状況が整って
いる幼稚園や，幼児向けテレビ番組を利用して
いる幼稚園は，そうでない幼稚園と比較して，
放送利用に対する意識が積極的なだけでなく，
パソコン・タブレット端末利用についても積極
的な傾向がみられる。

図 6　幼稚園にみるメディア利用観

幼稚園で視聴する番組の内容やテレビの見方は，家庭視聴の
場合とは異なっている。好ましいテレビの見方を育てる意味でも，
園でのテレビ視聴には，重要な意味がある

幼稚園で他の園児と一緒に番組を視聴して，感動を共有したり，
自分とは異なる受け止め方をしている友だちがいることを
知ることには，教育的な意味があると思う

テレビは，幼児の直接体験を誘発する力，直接体験に
意味づけする力，直接体験では得られない世界を提供する力を
持っており，幼稚園でのテレビ利用には教育的な意味がある

ラジオは，日常的に映像メディアに親しんでいる幼児のイメージを
ふくらませるメディアとして，幼稚園で利用する
教育的な意味があると思う

 

パソコンやタブレット端末を遊具の一つととらえて，他の活動と
組み合わせて利用することで，保育活動を豊かにできると思う

小学校でパソコンやタブレット端末の利用が進む傾向があるので，
幼稚園でもあそびの一環として取り入れることを検討してみたい

保育活動にパソコンやタブレット端末を取り入れて
成果をあげている幼稚園の事例を知りたい

テレビやラジオを保育活動に取り入れることには，
保護者が反対すると思う

幼児期の子どもが，パソコンやタブレット端末に触れることは，
内容のいかんにかかわらず（保育・教育目的であっても）
好ましくないと思う

パソコンやタブレット端末を幼稚園の保育に取り入れることには，
保護者が反対すると思う

1.

5.

4.

1.

2.

3.

4.

43 5 542%5

41 6 5434

52 8 6304

58 9 5244

41 8 6395

無回答そう思う あまりそう思わない
全くそう思わないとてもそう思う

無回答そう思う あまりそう思わない
全くそう思わないとてもそう思う

2.

3.

5.

36 9 83216%

45 18 7273

56 7 8244

42 25 7243

48 28 7143

（100%=全幼稚園）

【放送利用観】　
（保育活動におけるテレビ・ラジオ利用に対する考え方）　

【パソコン・タブレット端末利用観】
（保育活動にパソコンやタブレット端末を取り入れることに対する考え方）　

注： 明朝の正体は，「そう思う」の回答が利用に積極的な傾向，イタリック体は，利用に消極的な傾向であることを示している。
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（2） 保育でのパソコン・タブレット端末
 利用のねらい

パソコンやタブレット端末については，保育
の中で幼児自身がアクセスしている幼稚園は

4%にとどまることをすでに紹介したが（p21），
図8は，将来の可能性も含めて，保育活動の
中で幼児がパソコンやタブレット端末に触れる
場合の“ねらい”について調べた結果である。

「現在も将来も，幼児にパソコンやタブレット
端末を使わせるつもりはない」という回答が半
数強（52%）で圧倒的に大きいが，利用する際
のねらいとして最も多くの幼稚園に回答された
のは，「保育を豊かにする環境のひとつとして

図 8　幼児にパソコンやタブレット端末を
利用させる場合のねらい

図 7　幼稚園の属性別にみたメディア利用観

〈自由記述回答にみる幼児の
パソコン・タブレット端末利用例〉

＊タブレットに慣れ親しむ時間を，年長児で月に 1 回設け
ている （国立幼稚園）

＊情報を共有したい時に，写真や動画を取り込んだものを
数名で見ている （国立幼稚園）

＊小学校との交流で，5 歳児がパソコン教室を紹介しても
らい，小学生とともにパソコンを触らせてもらう機会が
ある。小学校入学への期待を持たせるため（公立幼稚園）

＊年長児クラスが月 1 回，iPad を使ってゲームを楽しむ時
間がある （私立幼稚園）

＊学習アプリの使用・植物等の成長観察日記など
  （私立幼稚園）
＊パソコンルームがあり，月に 1 ～ 2 回触れるようにして

いる （私立幼稚園）

注1：放送利用について
積極派：図 6 上段の 1 ～ 4 のすべての項目で「とてもそう思う」か

「そう思う」に回答，かつ 5 では「あまりそう思わない」か
「全くそう思わない」のいずれかに回答

中間派：積極派・消極派以外
消極派：図 6 上段の1 ～ 4のすべての項目で「あまりそう思わない」か

「全くそう思わない」に回答，かつ5では「とてもそう思う」か
「そう思う」のいずれかに回答

注 2：パソコン・タブレット端末利用について
積極派：図 6 下段の 2，3，5 のすべての項目で「とてもそう思う」か

「そう思う」に回答， かつ1，4 の両方で「あまりそう思わな
い」か「全くそう思わない」に回答

中間派：積極派・消極派以外
消極派：図6下段の１，４のすべての項目で「とてもそう思う」か「そう思

う」に回答，かつ2，3，5のすべてで，「あまりそう思わない」
か「全くそう思わない」に回答

（n=524）

（n=218）

（n=299）私立

公立

（n=130）

（n=213）一部の教室に設置
（n=181）設置なし

（n=７７）利用あり
（n=447）利用なし

全教室に設置

全　体 
公立・私立別

教室・保育室へのテレビ設置の有無別

NHK幼児向けテレビ番組利用別

積極派 中間派 消極派 積極派 中間派 消極派
18 69% 13

25 65 11

27 67 6
18 68 14
10 72 18

12 72 16

36 60 4
14 71 15

10 72% 18

12 73 16

15 75 10
11 71 18
5 71 24

8 72 20

16 79 5
9 71 20

【放送利用観】　 【パソコン・タブレット端末利用観】

現在も将来も，幼児にパソコンや
タブレット端末を使わせるつもりはない

パソコン・タブレット利用意思あり
（1～ 9に回答あり）

無回答

その他

試行錯誤のプロセスを
大切にすること

他の幼児との関わり合いや
協調性を促進すること

メディアとの好ましい関わり方を
身につけること

表現力や創作力を
豊かにすること

新しいメディア機器に慣れること

知識，情報を獲得すること

新しいことにチャレンジする
積極性を養うこと

保育を豊かにする環境の
ひとつとして位置づけること1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

18%

10

10

9

7

7

6

4

1

21

28

52

（100%=全幼稚園）
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位置づけること」（18%），続いて「新しいこと
にチャレンジする積極性を養うこと」と「知識，
情報を獲得すること」（10%）であった（パソコン・

タブレット端末を利用する意思がある幼稚園を母

数とした場合の値は，それぞれ 65%，38%）。
幼稚園や保育所で幼児にパソコンを触れさせ

る保育は，日本でも1980年代から存在してお
り，2000年頃から学会や出版物を通して，具
体的な活用事例や研究成果の発表も登場して
いた（ 本 誌2007年6月号，p73，2005年6月号，

pp40-41でも紹介） が，現在では，タブレット端
末を取り入れた保育の事例を，ウェブサイト上
で見ることも可能である。
「利便性の悪い地域だからこそ！ 好奇心探

究心旺盛な幼児期だからこそ！ 激変が予想さ
れる未来が待ち受けているからこそ！ よりよい
デジタル活用は不可欠」という考えから，「9割
のアナログ保育と1割のデジタル保育」をスロー
ガンに掲げ，明確な保育目的に合わせて，必
要な場面でタブレット端末等のICT活用を進め
る，鹿児島県の過疎化高齢化少子化が著しい
地域にある小規模園の，つるみね保育園（http://

www5.synapse.ne.jp/turumine/index.html）。
知育アプリ開発会社が幼稚園・保育所向け

に開発したICT活用教育カリキュラム 3）を
導入して，「十人十色の個性が活きる創造
力」「力を合わせてゴールを目指すチーム
ワーク力」「21世紀にふさわしいICT活
用力」の育成に向けて，園長自ら園児と
一緒にタブレット端末を用いた保育活動
を行う時間を設けている東京都の聖愛
幼稚園。ここでもタブレットありきではな
く，これまでの教育手法と組み合わせて
双方の長所を生かした保育をめざしている

（http://kdkits.jp/keyperson/int_noguchi.

php，http://www.seiai.ac.jp/）。　
その他，岐阜県大垣市のように，市が「幼児

教育ICT活用実証実験事業」をスタートさせて，
独自のアプリ開発（食育）も行いながら，地域の
公立幼稚園・保育所で園児たちがタブレット端
末に触れる機会を設けている例もある4）。

これらの例をみていくと，幼児に機器を使い
こなす学習をさせているわけではなく，パソコ
ンやタブレット端末を新しい保育環境やコミュ
ニケーションの場，遊具のひとつと位置づけて，
それまでの保育活動を充実，発展させる目的で
活用している例が多い。保育者の適切な指導に
より，幼児に新しい発見の機会を提供し，新し
い遊びを経験させ，幼児同士が関わり合う中で，
言葉による相互作用・コミュニケーション力，交
渉力や問題解決力，協調性の育成等，メディア
の導入が幼児の成長にとって好ましいものにな
り得ることを示すヒントが随所にみられる。

図8の幼稚園全体の結果では，下位項目と
なっている「試行錯誤のプロセスを大切にする
こと」や「他の幼児との関わり合いや協調性を
促進すること」は，すでに幼児がパソコンやタ
ブレット端末を利用している園では，重要な要
素となっている点が注目される。

園児同士が関わり合いながら，
あるいはひとり1台アクセスし
ながらタブレット端末を使う幼
稚園での保育活動風景
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が，保育の世界に広まったことがあげられる。
また，1990年代後半以降，テレビやビデオ

ソフト，テレビゲーム，そしてスマートフォンや
タブレット端末に至るまでの各種メディアの影
響について，社会一般に，子どもの成長に及ぼ
すマイナス面が取り上げられる局面が多くなっ
ていたことにも，保育者たちは敏感に反応して
きたと考えられる。

さらに2004年に，日本小児科医会と日本小
児科学会が「2歳までの子どものテレビ，ビデ

（3） 幼稚園でのテレビ利用を困難にする要因

再びテレビの利用に目を向けよう。表6は，
幼稚園でのテレビ利用を困難にしていると考え
られる要因について幼稚園に尋ねた結果であ
る。テレビ非利用園では，「現場の活動や直接
体験を重視するので，テレビは利用したくない」

（59%）と「幼児は家庭で十分テレビを見ている
ので，幼稚園でまで見せたくない」（48%）が上
位2項目であるが，いずれも小学校以上の校種
では登場しない内容である。

教育・保育目的であっても，保育の場でのテ
レビ利用に対する消極的な意識が広まっている
ことの表れだが，この背景にはいくつかの要因
が存在している。第1に，1990年施行の「幼
稚園教育要領」「保育所保育指針」で，幼児の
直接体験の重要性が強調されたことにより，“テ
レビ視聴は間接体験で好ましくない”との印象

全体
NHK幼児向け

テレビ
【複数回答】 利用 非利用

（%）（n=524）（n=77）（n=447）

1. 現場の活動や直接体験を重視するの
で，テレビは利用したくない 55 31 59

2. 幼児は家庭で十分テレビを見ている
ので，幼稚園でまで見せたくない 45 25 48

3. 保育の内容が多く，テレビを利用す
る時間がない 39 43 39

4. 番組内容の事前情報が十分得られ
ない 19 25 18

5. 自由に利用できるテレビやVTR・
DVDがない 18 7 20

6. テレビ番組の録画がめんどうである 14 21 13

7.
テレビ番組より簡単に利用できるビ
デオ・DVD教材があるので，テレビ
利用は必要でない

13 12 13

8. 効果的なテレビ番組の使い方がわか
らない 10 14 9

9. 利用したい幼児番組が見当たらない 9 5 9

10. 幼稚園でのテレビ利用に保護者が反
対している 3 4 3

11.
テレビ番組より簡単に利用できるパ
ソコン・インターネット教材やタブレッ
トのアプリ等があるので，テレビ利
用は必要でない

2 0 2

※ 1 ～ 11までにあてはまるものはない 6 21 3

全体
NHK幼児向け

テレビ
【複数回答】 利用 非利用

（%）（n=524）（n=77）（n=447）

1. 子どもの心情を豊かにし，想像力を
育てる 77 90 75

2. 音楽・リズムに対する親しみを育てる 66 73 65

3. ことば（日本語）に対する興味・関心
を育てる 60 60 60

4. 生きものに対するやさしさ，自然との
ふれあいを育てる 55 61 54

5.日本の伝統的な童謡や手あそびに親
しむ 53 56 52

6. 子どものあそびや活動の意欲を高める 51 61 49

7.
世界にはさまざまな国や文化があり，
異なる暮らしをしている子どもたちが
いることに気づかせる

45 43 45

8.
人とのかかわりをもつ力（自分の気持
ちを伝え，相手の気持ちを理解する
力）を育てる　

44 48 43

9.「読み聞かせ」の魅力で，子どもたち
に童話や絵本の世界を伝える 43 53 41

10. 身の安全や健康，防災などに対する
関心を育てる 43 51 41

11. 体を動かす楽しさを知り，身体感覚
をみがくことをうながす 42 51 40

12. 子どもの表現意欲や創造力を刺激
し，造形活動をうながす 41 51 40

13. 子どもの基本的な生活習慣や態度を
育てる 39 43 38

14.
実体験では得にくい情報や，テレビ
ならではの映像で，子どもの世界を
広げる

38 40 38

15. 外国語に対する興味・関心を育てる 32 34 32

16. 規則正しい食生活が大切なことに気
づかせる 31 35 30

17. 数や形・量の概念への興味・関心を
育てる 31 33 31

18. 社会で起こっている重要なできごと
に対する関心を育てる 24 22 25

期待していることはない 3 1 4

表 6　幼稚園でのテレビ利用を困難にしている要因

表 7　幼児向け番組への期待の内容
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オ長時間視聴を控えること」を基調とする，子
どもとメディアに関する提言を相次いで発表し
た 5）ことも，医学の専門団体によるものというこ
とで，幼児教育・保育関係者には強いインパク
トを与え，テレビやパソコン等メディアの教育的
な利用をも抑制させる要因となっている可能性
も否めない。

放送教育普及のための研究・普及活動が，
1990年代に入る頃には最盛期を過ぎており，
それまで蓄積されてきた実践研究成
果の継承が容易でなくなり，テレビや
ラジオの教育的利用の意義や効果を，
幼児教育・保育関係者の間に十分伝え
きれない問題も存在していた。

（4） 幼児向け番組・
 映像サービスへの期待

以上みてきたとおり，保育の場にお
けるテレビ利用については，幼稚園全
体としては必ずしも積極的とはいえな
いが，幼児向け番組に対する期待の
内容を尋ねた質問に対しては，「子ど
もの心情を豊かにし，想像力を育てる」

（77%）,「音楽・リズムに対する親しみ
を育てる」（66%）をはじめ，幼児が家
庭で視聴する際のことも含めて，多岐
にわたる期待が示されている（表7）。
テレビ番組を利用している幼稚園のほ
うが各項目への回答比率が全般的に
高いが，非利用園においても，番組へ
の期待の内容が多岐にわたる点は注目
される。

図9は，今後幼稚園の保育で利用
することを前提として，どのような映像
や教育サービスに対する関心があるか

について，より具体的な形で提示して調べた結
果である。「様 な々動物や植物を取り上げる“動
く図鑑”」（58%），「生き物の生態，他国の子ど
もの生活等をじっくり見せる映像」（54%），「手
遊び歌やリズム遊びの映像集」（51%）をはじめ，
多様な形態・内容に対する関心の存在が明ら
かになった。ほとんどの項目について，幼児向
けテレビ番組を利用している幼稚園の関心が高
い。また，図9の9項目を，関心内容の観点か

図 9　今後保育で利用する映像や教育サービスへの関心〔複数回答〕

一流の語り手と映像表現
によるお話の読み聞かせ1.

本格的な演奏や絵画を
じっくり鑑賞できる映像2.

生き物の生態，
他国の子どもの生活等を
じっくり見せる映像

3.

手遊び歌やリズム遊びの
映像集4.

しつけや生活習慣を
とりあげる実用的な映像集5.

様々な動物や植物を
とりあげる“動く図鑑”6.

双方向形式で，幼児が
ことばや数に親しみを持つことが
できるゲーム等のコンテンツ

7.

クイズ形式で，幼児が
遊びながら新しい知識を
得られるコンテンツ

8.

幼児の作品を番組や
ホームページに送って，
双方向のやりとりが生じるしくみ

9.

　

〔35〕

〔22〕

〔54〕

〔51〕

〔23〕

〔58〕

〔14〕

〔24〕

〔2〕

46%
33

20
23

53
54

36
20

65
56

23
12

40
21

3
2

64
49

〔全体 69〕　
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68

〔全体 82〕　
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型
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関
心

95
79

〔全体 29〕　

双
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向
型
へ
の
関
心

47
26

NHKテレビ利用（n=77） NHKテレビ非利用（n=447）

全体（n=524）
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ら｢番組タイプ｣「クリップ型」「双方向型」の3
つに分類してみると，とくにテレビ番組利用園
を中心に，「クリップ型」への関心が高いこと
が注目される。

（5） 幼稚園における
 メディア・リテラシー育成の取り組み

ごっこ遊びや言葉のまねも含めて，家庭での
テレビ視聴やテレビゲームをはじめとするメディ
アの影響が顕著に表れる保育の現場では，昔
から子どもに及ぼすメディアの影響には敏感で
ある。そのような状況下，幼稚園が幼児のメディ
アに対する態度育成（メディア・リテラシーの育
成）についてどのように考えているかを調べた
結果が表8である。全般に家庭でのしつけの責
任を強調する傾向があるが，公立幼稚園では，

幼稚園での指導の必要性に対する認識もうか
がえる。

図10は，幼稚園でのメディアに関する具体
的な指導の内容を，「幼児に対して」「保護者・

表 8　幼児に対するメディア・リテラシー育成の場
　（メディアに対する幼児の態度育成）

図 10　幼稚園でのメディアに関する指導の内容

（%）

全体
NHK幼児向け

テレビ
公立・
私立別

利用 非利用 公立 私立
（n=524）（n=77）（n=447）（n=218）（n=299）

1. 家庭の責任 49 49 49 39  58 
2. 幼稚園での指導も必要 45 47 45 56 37 
3. 幼稚園での指導率先 3 4 3 4 2 

無　回　答 3 0 3 1 3 

1.
【家庭の責任】家庭が責任をもって指導を行うべき内
容で，幼稚園が中心となって指導することとは考えて
いない

2.
【幼稚園での指導も必要】基本的には家庭で指導がな
されるべきだが，幼稚園でも適切な指導を行う必要が
あると考えている

3.【幼稚園での指導率先】保護者との連絡をとりながら，
幼稚園が率先して指導を進めることが必要と考えている

全体
NHK幼児向け

テレビ番組 公立・私立別

利用 非利用 公立 私立
・幼児に対しても保護者・家庭に対しても指導を行っている 52 57 51 71 38
・幼児に対する指導は行っているが，保護者・家庭向けはない 19 26 18 13 23
・幼児に対する指導はなく，保護者・家庭向け指導はある 6 4 7 6 6
・いずれに対しても指導は行っていない 23 13 25 10  33

★幼稚園におけるメディア指導のパタンは，次のとおりである。

テレビやテレビゲームをはじめとする
メディアとの関わり方について，家庭で
幼児と話し合うよう，呼びかけている
1.

幼児とメディアの好ましい関係を
考えるための，保護者向け講演会を
開催している
3.

家庭では，幼児になるべくテレビや
テレビゲームにかかわりをもたせないよう，
保護者に呼びかけている
4.

大人自身のメディアとの関わり方が
重要なことを，保護者に伝えている5.

その他6.

とくに行っていることはない7.

テレビやパソコンを用いた保育活動を，
保護者に公開している2.

テレビやテレビゲームは，
内容や時間を決めて接することが
大切なことを教えている
1.

番組やＣＭ，ゲームソフトの好ましくない
影響を受けた言動については，単に
注意するだけでなく，子どもたち自身に
問題点を考えさせている

3.

その他4.

とくに行っていることはない5.

テレビを見たり，ゲームをする際の
位置や姿勢に気をつけるよう
指導している
2.
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家庭に対して」のそれぞれについて調べた結果
である。幼児については「テレビやテレビゲーム
は，内容や時間を決めて接することが大切なこ
とを教えている」（57%），保護者・家庭向けでは

「テレビやテレビゲームをはじめとするメディアと
の関わり方について，家庭で幼児と話し合うよ
う，呼びかけている」（46%）を中心に，指導が
行われていることがわかる。幼児に向けては，
現在，保育でテレビを利用している幼稚園のほ
うが，指導が活発であるのに対して，保護者・
家庭向けについては，顕著な差はみられない。

また，幼児と保護者・家庭の両方に向けて
指導を行っている幼稚園は，全体の52%であ
るが，公立（71%）と私立（38%）の差が顕著で
ある（図10の下段）。

─4.─若手保育者のメディア利用経験と──────
─ 今後の利用意向

表1（p14）で示したとおり，今回の調査では，
幼稚園全体の状況に関する設問とは別に，今
後の幼児教育・保育を担う若手保育者を対象
とする質問も設けた。調査協力園に対して，各
園で最も保育経験が短い，39歳以下の保育者
に回答を依頼する方法で実施し，524園中484
園から回答を得ることができた。回答者の78%
を20代女性が占める結果となった。
※年齢別（3 区分）では 24 歳以下 55%，25 ～ 29

歳 25%，30 代 18%，男女別では男性 5％，女
性 94％であった（いずれも無回答あり）。

以下，その結果を紹介する。

（1） 若手保育者にみる
 デジタルサービス利用の積極度

図11は，20代・30代の若手保育者が幼児

教育・保育の情報収集に用いる方法について調
べた結果であるが，「勤務している幼稚園の先
輩や同僚から」（94%）が圧倒的に多く，「研修
会・研究会を通じて」（75%）,「専門の雑誌や新
聞など印刷物から」（65%）がこれに続く。「イン
ターネットで情報検索をして」（43%）は半数以下
であるが，自由記述回答から，保育者の間でよ
く知られている専門誌から派生したウェブサイ
ト（「保育CAN」，ケータイ版もあり）や，若い人
が自らの保育者経験を生かして開始した保育者
向けサイト（「ほいくる【HoiClue♪】」），幼児教
育・発達心理学第一人者の監修による保育実
践ノウハウ集（「保育のひきだし」）等が利用され
ていることが明らかになった。

また，保育者のデジタル機器やサービスの利
用に対する積極度を調べる目的で，図12に示
した3項目への回答を求めた。自らの生活の中
での利用実態や意欲（A，B）については，24
歳以下で積極度が高いのに対して，保育でのメ
ディア利用を考える（C）といった面ではその傾
向はなく，若干ではあるが，一定の保育経験
がある30代の保育者のほうが関心を示す傾向
がうかがえる。

図 11　若手保育者が幼児教育・
保育の情報収集に用いる方法 〔複数回答〕

94%
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（2） 若手保育者の保育における
 メディア利用経験と今後の利用意向

以上のような特性を持つ若手保育者たちの，
これまでの保育におけるメディア利用経験と，
今後の保育で利用してみたいメディア（利用意
向）を示したのが図13である。20代・30代の
保育者がこれまでの保育活動で利用したことが

あるメディアは，幼稚園の全体状況に関する質
問の結果と同傾向で（p21の図1），印刷メディ
ア3種類と音声メディア教材が多い。今後利用
してみたいメディアでは，現時点ではまだ値は
小さいものの，「パソコン教材・インターネット」

（24%），「タブレット端末」（12%）の2項目で，
これまでの利用経験を上回る関心が示されてい
る点が注目される。また，図13の右欄にも示
したとおり，「テレビ番組」「ラジオ番組」「市販
のビデオ・DVD教材」「OHP教材」「紙芝居」

「図鑑」については，若手の中でも年齢が高い
ほど，利用経験者の比率が高い傾向があるの
に対して，比較的新しいメディアである「パソ
コン教材・インターネット」や「タブレット端末」
については，年齢による差はみられない。しか
しながら，今後利用してみたいメディアについ
ては，この2項目では，若手保育者の中でも
30 代の保育者が関心を示す比率が高く，この
傾向はとくに「タブレット端末」で顕著である。
ソーシャルメディアの利用等，日常生活でのデ
ジタルサービス利用積極度の面では20 代ほど
活発でない30 代の保育者が，保育の場での新
規メディア利用に対する関心度が高いという結
果は，今後の幼児教育におけるメディア利用を
考えていく上で注目される。

さらに，今後のメディア利用意向について，
若手保育者本人の特性【デジタルサービス利
用に対する積極度】（図12）と，保育者自身が
所属している幼稚園の特性【メディア利用に対
する積極度】（図7）に着目して分析してみると，
次のような結果が得られた（図13右欄）。保育
者本人のデジタルサービス利用積極度が，「テ
レビ番組」「市販のビデオ・DVD教材」「パソコ
ン教材・インターネット」「タブレット端末」の保
育での利用意欲積極度に影響しているだけで

図 12　デジタルサービスの利用に対する
若手保育者の積極度

注： 積極派＝ A，B，Cすべての項目で「当てはまる」か
  「どちらかといえば当てはまる」に回答
 中間派＝ 積極派，消極派以外
 消極派＝ A，B，Cすべての項目で「どちらかといえば
  当てはまらない」か「当てはまらない」 に回答

B.  日常生活で，ソーシャルメディア
 （mixi，Twitter，Facebook など）を積極的に利用している

C.  新しいメディアが登場すると保育に利用できないかを考える

若手保育者のデジタルサービス利用に対する積極度　
【A，B，Cのパタン化】

A.  自分自身の生活の中で，デジタル機器や
 サービスは積極的に利用したい

積極派 中間派 消極派

全　 体
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30～39歳

全　 体

24歳以下
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30～39歳
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どちらかといえば
当てはまらない

当てはまらない
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0
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なく，若手保育者たちが所属している幼稚園の
メディア利用に対する積極度（放送利用観やパソ

コン・タブレット端末利用観）も，今後のメディア
利用意欲に反映されている。

また，図13の表記には含まれていないが，
もともと幼稚園で利用が活発な印刷メディア3
種（「絵本，物語本」「図鑑」「紙芝居」）について
は，放送利用観やパソコン・タブレット端末利
用観が消極的な幼稚園の若手保育者ほど，今
後の利用意欲が高いという結果も得られてい
る。こうしたところにも，幼稚園自体が，放送

やパソコン・タブレット端末等のメディアに対し
てどのような考えを持つかが，今後の保育にお
けるメディア利用の方向性に大きな影響を及ぼ
していくことが表れているといえよう。

 

─5.─考察─～幼児教育におけるメディアの可能性～

幼児教育・保育の世界では，子どもは自然に
触れ，戸外で元気に活動することや，生身の人
間同士の関わりを優先する考えが強い。そこで，
小学校以上のように，ICTの積極的な活用が

図 13　若手保育者の保育におけるメディア利用経験と今後利用したいメディア〔複数回答〕

【顕著な傾向がみられる保育者本人の属性，所属幼稚園の属性】

● 30代＞25～29歳＞24歳以下，保育者のデジタル利用積極度（積極＞
消極），所属園の2015年度NHKテレビ利用＞非利用，〔所属園の放送
利用観（積極＞消極）〕

◆〔保育者のデジタル利用積極度〕，所属園のNHKテレビ利用＞非利用，
所属園の放送利用観

● 30代＞25～29歳＞24歳以下，所属園のNHKテレビ利用＞非利用
◆ NHKテレビ利用＞非利用

● 30代＞25～29歳＞24歳以下，　保育者のデジタル利用積極度，
NHKテレビ利用＞非利用，　公立＞私立

◆〔保育者のデジタル利用積極度〕，所属園のNHKテレビ利用＞非利用,
〔所属園の放送利用観〕

● 公立＞私立
◆〔保育者のデジタル利用積極度〕

● 保育者のデジタル利用積極度，男＞女（39%，16%）
◆ 保育者のデジタル利用積極度，男＞女（48%，23%），

〔所属園の放送利用観〕〔所属園のPC・タブレット端末利用観〕

● 男＞女（9%，1%）
◆ 30 代＞25～29歳＞24歳以下（22%，14%，8％），男＞女（30%，11%），

保育者のデジタル利用積極度，所属園のPC・タブレット端末利用観

● 30代＞25～29歳＞24歳以下，公立＞私立
◆ 公立＞私立，所属園の放送利用観 

● 30代＞25～29歳＞24歳以下

● 30代＞25～29歳＞24歳以下，公立＞私立

注1 : 右欄に表記したものはいずれも統計的な差が表れたものであるが，〔   〕内は，傾向がやや弱いことを示している。
注2 : 男性はn=23で数が少ないため，あくまでも参考値だが，「パソコン教材・インターネット」と「タブレット端末」については，
 全体に比べて統計的に有意な顕著な差がみられたため，記載した。
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（●はグラフ上段，◆は下段に関する分析の結果である）
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国の施策として推進されているわけではない幼
稚園では，一定のメディア環境は整っていても，
テレビやパソコン・タブレット端末を保育の場に
直接取り入れることに対しては，慎重な傾向が
みられる。

しかしながら，幼児向け教育番組の内容に
対しては多様な期待があり，クリップ型や双方
向型等の新しいタイプの映像に対する関心や，
保育者に向けたサービスへの期待もみられる。
タブレット端末等の新しいメディアを保育に取り
入れ始めた幼稚園が，その成果を発表する機
会も少しずつ増え，自らの生活で新しいメディ
アを使うことが多い20代・30代の若い保育者
たちの間には，パソコンやタブレット端末を用
いた保育への関心もみられる。

保育の中で，メディアをどのように利用する
のか，しないのかについては，それぞれのケー
スに応じて判断されるべきことと考える。メディ
アありきの発想で利用するのも適切でなけれ
ば，メディアの可能性について，子どもたちの
将来のために検討しないままで通り過ぎること
も，適切ではないだろう。

◆将来を考えるための現況の整理と情報共有

調査結果からも明らかなように，放送番組だ
けでなく，ビデオ・DVD教材やCD教材，番
組に関連する楽譜やテキスト等の印刷メディア
も，そしてそれらに関する情報を伝えるウェブサ
イトも，重要な教育サービスといえる。

現在，NHKが提供している多岐にわたる教
育サービスの全容を，保育活動にとっての意義
という観点からわかりやすく整理して，幼稚園
や保育所をはじめ，保育者をめざす学生や教員
養成指導を担当する大学関係者や幼児教育の
研究者も含めた，広い範囲で幼児教育・保育

に関わる人々に向けて提示することは，今後の
議論のためにも重要であろう。

その際に，番組（およびネット展開の映像）
を実際に利用している具体的な事例とその成果
や課題も合わせて紹介することが必須である。
これは，パソコンやタブレット端末の利用にも
共通するが，実際に利用していない保育者や保
護者にとっては，教育的なメディア利用の意味
合いをイメージすることは難しい。一般的なメ
ディアのマイナス面の印象が強い場合には，最
初から保育の場での教育的な利用を視野に入
れないことも多いようである。

保育の中でメディアを用いることで，新たな
発想が生まれたり，幼児間での会話・コミュニ
ケーションが活発になったり，チームワークが
実現したり，といった具体的な子どもの姿に接
する機会を通して，メディアに対する考え方が
変わることもあり得よう。3（2）で紹介したタブ
レット端末導入園の場合も，最初の段階で，保
育者や保護者への説明を丁寧に行い，家庭で
の利用とは異なるタブレット端末活用への関心
を高める結果となっている。

テレビ視聴の場合にも，家庭で比較的自由に
子どもの好みで視聴するのとは違い，幼稚園や
保育所では，教育的なねらいを持って番組を
選択して視聴しており，他の幼児と一緒に視聴
することで得られる重要な経験（感動の共有や
異なる見方があることの認識，遊びへの発展な
ど）は，家庭では得ることが難しい経験といえ
る。放送教育全盛時代には，広く共通認識さ
れていたこれらの点についても，改めてその意
味合いを確認しておくことが必要といえる。ま
た，通常，保育現場でのメディア利用は，家庭
での子どもたちのメディア利用のように長時間
でないことも認識しておく必要があろう。
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◆多様な保育者へ向けたサービスの充実

幼児向けテレビ番組の利用については，長
年，保育の場で幼児に視聴させるという利用に
着目して，保育現場での研究活動も行われてき
た 6）が，今回の調査結果にみられるとおり，保
育者が保育の準備として活用するという側面に
注目すると，番組や関連する情報の提示の仕方
についても，保育者の実態に合わせて工夫する
ことが可能だと思われる。

◆保育でのメディア活用に向けた研究と教育

さらに近年，保育現場でのメディア利用事例
の収集・分析，既存の幼児向けアプリの特性
分析，そして，保育用アプリの開発やタブレッ
ト端末の保育活用に向けたカリキュラム開発な

ど，保育でのメディア活用をイメージした多様
な研究を積み重ねてきた大学の研究者たちの
成果が，次々発表されている点も注目される7）。
そうした研究の成果のひとつとして，2010 年に
発行された『保育におけるメディア活用ガイドラ
イン～より良い活用のためのハンドブック～』（堀

田博史監修，B5判18ページ，カラー）は，保育
におけるメディア活用の考え方の基本と具体的
な方法について，幼稚園教育要領や保育所保
育指針の該当箇所を丁寧に提示しながら紹介し
ている点でも，貴重である8）。

この発行物の中でも触れられており，筆者も
本誌（2009年7月号，p100）で紹介したように，
アメリカでは，全米乳幼児教育協会のような組
織が，テクノロジーが日常生活に浸透している

状況を認識して，1996年の時点でTechnology 
and young children - Ages 3 through 8 とい
う指針を発表し，幼児教育関係者の適切な配
慮や工夫のもとで，保育活動でのテクノロジー
の積極利用を前提とした，具体的な内容を示
していた。そのことは幼児期からのパソコン利
用の促進にも寄与してきたが，2012年には，メ

ディア環境の変化に対応して，Technology and 
Interactive Media as Tools in Early Childhood 
Programs Serving Children from Birth 
through Age 8という新たな指針を発表してい
る。今回は0歳児から対象としているため，メ
ディア利用に対する慎重な側面もみられるが，2
歳以上については，質の高いインタラクティブな
メディア利用が子どもたちの学習や創造性にとっ
てプラスである点が明示され，教育的なメディア
利用には肯定的な考え方が示されており9），日本
での今後の議論にも参考になろう。

また，教育の側面では，昭和女子大学のよ
うに，初等教育学科の学生を対象に，保育の

〈幼稚園の自由記述回答より〉

＊ NHK は，保育や子育ての現場でどう生かして取り入れて
いくのかの実例や提案等をもっと発信すべきだと考える  
 （埼玉県・私立幼稚園）

＊実体験に勝るものはないと思っているが，実体験を豊か
にするための手段として，テレビやビデオ，パソコンを
うまく活用できればと思う （岡山県・私立幼稚園）

＊園では番組を楽しむのではなく実際の体験を主に考えて
いるが，先生自身の研修に使いたい（東京都・公立幼稚園）

幼稚園での効果的
な番組活用の工夫に
向けて，意見交換・
研究を進める保育者
たち

保育の参考にする
目的で番組を視聴
する保育者
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場で自らが保育者としてテレビ番組やネット上の
動画コンテンツを利用したり，幼児たちにタブ
レット端末を使った活動をさせることを想定し
た保育案を作成させて，最終的に模擬保育の
形でグループ発表をさせ，学生たちが意見を出
し合いながら未来の保育実践をイメージする，
という授業を行う大学も登場している点が注目
される10）。

学生たちは，タブレット端末やプロジェクター
をごく自然に使いこなしているが，担当教員は，
保育案の準備過程で，なぜそのタイミングでそ
のメディアを用いるのかについて考えることを促
し，幼児の反応を予測して対応する必要につい
て指導を行うという，長時間をかけた授業であ
る。大学でこのような試みが行われていること
に，時代の変化を感じるとともに，これからの
大学教育の果たす役割の重要性を実感する。

◆今後へ向けて

保育におけるメディアの可能性を考えるにあ
たって，最後に2つの関心事項をあげておきた
い。まず研究面では，幼稚園や保育所でのテ
レビ視聴をはじめとするメディア利用体験が，
小学生になった時点でどのような効果となって
表れるかといった変化に着目した研究が蓄積さ
れていくことへの期待である。

もうひとつは（これもメディアの長期的効果に
関連することだが），幼児期からのメディア・リ
テラシーの育成が本格的に進むための教育プ
ログラムの進展である11）。私たちが考えもつか
ないようなメディア環境が登場するであろうこ
れからの時代を考えると，子どもたちは，可能
な限り早い時期から，自分で多様なメディアと
向き合う基本的な姿勢を身につけておくことが
重要である。同じメディアであっても有益な形

で利用できたり，その反対にもなり得ることを，
幼児期から体験し，理解するための指導が必
要であろう。

様々な課題の検討を進めるためには，幼稚
園や保育所等，保育の現場で幼児に関わる保
育者，“幼児とメディア”をテーマとする研究者
や教員養成指導に関わる人 ，々放送をはじめメ
ディアを提供するメンバーが，新たな連携も生
み出しつつ，課題の認識やメディア活用の方法
や効果に関する事例・実践研究を蓄積していく。
その成果を共有しながら，新しい時代の幼児教
育・保育における可能性を探り，最終的に子ど
もたちひとりひとりが最も適した形でメディアと
関わることができる状況になることを望みたい。

   （こだいら さちこ）

注：
 1） NHK の「幼児視聴率調査」（最新は 2016 年 6

月実施）や，総務省情報通信政策研究所による
「未就学児等の ICT 利活用に係る保護者の意識
に関する調査」（2015 年 3 月実施），ベネッセ
教育総合研究所による「乳幼児の親子のメディ
ア活用調査」（2013 年 3 月実施）や「幼児の生
活アンケート」（2015 年 2 ～ 3 月実施）など。

 2） 2010 年までの幼稚園・保育所での放送利用の
詳細については，下記の論文等が参考となる。
・小平さち子（2014）「調査 60 年にみる NHK

学校教育向けサービス利用の変容と今後の展
望」『NHK 放送文化研究所年報 2014』58, 91-
169. NHK 放送文化研究所のサイトで全文が公
開されている（http://www.nhk.or.jp/bunken/
research/title/year/2014/pdf/003.pdf）

・小平さち子（2009）「幼児教育におけるメディア
利用の課題と展望～ 2008 年度 NHK 幼児向け
放送利用状況調査を中心に～」『放送研究と調
査』59（7），90-105.（http://www.nhk.or.jp/
bunken/summary/research/report/2009_07/
090707.pdf）

 3） このカリキュラムについては，大学の研究者
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たちによる検証が進められており，これまで
の実績からは「創造力向上」に効果が認めら
れ，話し合いに向かう姿勢や園児同士の関係性
が築かれていく様子がうかがえること等が明ら
かにされ，さらに分析が続けられている。 「幼
稚園・保育園　IT 教育カンファレンス 2015」

（2014.11.22）での佐藤朝美による発表 「園児向
け IT 教育プログラム「こどもモード KitS」の
評価と可能性」は，その一例である。

 4） 『学習情報研究』（学習ソフトウェア情報研究セン
ター発行，2016 年 1 月号）の「特集・幼児教育
におけるメディア活用」には，ここであげた以外
の幼稚園や保育所の事例も紹介されている。

 5） 日本小児科医会「子どもとメディア」対策委員会
による提言　「『子どもとメディア』の問題に対する
提 言 」 は http://jpa.umin.jp/download/media/
proposal02.pdf でアクセスすることができる。

 6） 全国組織での活動のほかに，地域や県単位の研
究活動もあり，例えば，奈良県幼稚園放送教育
研究会では，毎年県内各郡市での放送利用研究
成果をとりまとめて紀要として発行を続けてい
る（最新は，2016 年 3 月発行の『放送教育研
究のあしあと』第 33 集）。

 7） 例えば，以下はごく最近の一例である。
・堀田博史・松河秀哉・奥林泰一郎・森田健宏・

深見俊崇・中村恵・松山由美子・佐藤朝美
（2014）「タブレット端末を活用した保育での
取り組み内容の調査」『日本教育工学会第 30
回全国大会講演論文集』　557-558.

・佐藤朝美他 7 名（2014）「園児向け IT 教育プ
ログラムこどもモード KitS カリキュラム内
容と検証方法について」『第 21 回日本教育メ
ディア学会年次大会発表論文集』90-91.

・阿部学（2015）「保育実践へのタブレットPC 導
入期の記録 ―「アプリの時間」以外での活用
―」『社会とつながる学校教育に関する研究（3）』

（千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プ
ロジェクト報告書，第 293 集），9-15.

（http://ace-npo.org/fujikawa-lab/file/pdf/
other/2015/04.abe.pdf ）

・松山由美子他 7 名（2015）「タブレット端末に
対応した幼児用アプリの評価」『日本保育学会
第 68 回大会発表要旨集』（発表 ID.809）．

・堀田博史（2016）「保育でのタブレット端末を活
用する遊びのプランの提案」『学習情報研究』（学
習ソフトウェア情報研究センター） 248, 40-41.

・堀田博史他 7 名（2016）「保育でのタブレット端
末活用をイメージするカリキュラムの試行」『日
本保育学会第 69 回大会発表要旨集』313．

・松山由美子他 7 名（2016）「幼児の学びと保育
の記録・省察を支援するタブレット用アプリの
開発」『日本保育学会第 69 回大会発表要旨集』
312．

 8） 堀田博史監修（2010）『保育におけるメディア
活用ガイドライン～より良い活用のためのハン
ドブック～』。当ガイドラインについては，幼
稚園や保育所の保育者を対象に，メディアを利
用した活動事例の取り組みやすさに関するアン
ケート形式の評価調査も実施している。
・堀田博史・森田健宏・松河秀哉・松山由美

子・村上涼・吉崎弘一 （2011） 「保育における
メディア活用ガイドラインの開発と評価」『日
本教育工学会論文誌』 35（Suppl.），41-44.

 9） この点については，下記が参考となる。
・NAEYC ＆ Fred Rogers Center （2012） 

Technology and Interactive Media as Tools in 
Early Childhood Programs Serving Children 
from Birth through Age 8 

（http://www.naeyc.org/files/naeyc/file/
positions/PS_technology_WEB2.pdf ）

・森田健宏・堀田博史・佐藤朝美・松河秀哉・
松山由美子・奥林泰一郎・深見俊崇・中村恵

（2015）「乳幼児のメディア使用に関するアメ
リカでの最近の声明とわが国における今後の
課題」『教育メディア研究 』（教育メディア学
会紀要） 21（2），61-77. 

 10） 2015 年度の授業の成果については，大学のウェ
ブサイトや「NHK for School アワード」でも
紹介された。

（ h t t p : / / c o n t e n t . s w u . a c . j p / s h o k y o -
blog/2016/02/26/2nen-media-mogiyhoiku-
jugyou/, http://www.nhk.or.jp/school/aw/
post/index.html）

 11） 10）の授業実施者でもある駒谷真美は，幼小連
携の視点も採り込んだ，幼児期からのメディア・
リテラシー教育も研究テーマとしている。博士
論文「幼児期から児童期におけるメディア・リ
テラシー教育の開発研究」（2006 年）をもとに
書き下ろした『わくわくメディア探検～子ど
ものメディアリテラシー～メディアと楽しく上
手につきあうコツ』（2012, 同文書院）は，幼児
期からのメディア・リテラシー育成を視野に入
れ，保育者・教師・保護者の実践向けに執筆さ
れたものである。

（URLアクセス確認日は，いずれも2016年6月7日）


